
　入学式には、いわきヒューマンカレッジ ( 市民大学 ) の学長 ･ 童門冬二氏による講演が行われます。学生はも

ちろん、一般の方々のお越しもお待ちしております。

■日　時：8月 30 日（土）午後 1 時 30 分～
■会　場：いわきワシントンホテル椿山荘   ( ティーワンビル３階 )

■演　題：「わたしたちと黒田官兵衛」

■講　師：いわきヒューマンカレッジ学長

	 童 門  冬 二（作家）
●プロフィール

　作家。昭和２年東京生まれ。東京都庁に勤め、要職を歴任して退職、作家活動に入る。

第43回芥川賞候補。日本文芸家協会、日本推理作家協会会員。平成11年 勲三等瑞宝章受章。

●主な著書
　「小説 上杉鷹山（上・下）」学陽書房、「情の管理・知の管理」PHP 研究所、「北の王国（上・下）」学陽書房、ほか多数。

平成26年度「県民カレッジ連携講座」	 平成26年6月20日発行

学 生 募 集
　いわきヒューマンカレッジ ( 市民大学 ) は、市民の皆様の高度で専門的な学習ニーズに応えるために、

平成９年に開学した市民のための大学です。平成 26 年度は、次の４学部を開講します。興味のある方、

学習意欲のある方、ふるってご応募ください。

リベラル・アーツ学部

い わ き 学 部環 境 再 生 学 部

地 域 共 生 学 部

対 象 者 	 　市内在住および市内に通勤または通学し
ている高校生以上の方で、原則として全日
程出席できる方。なお、市外在住の方（上記
対象者は除く）は、各学部５名以内で受け付け
ます（県民カレッジ連携枠）。 

申込方法	 　はがき・ファックス・電子メールまたは
生涯学習プラザ、公民館・支所等にある申
込用紙に必要事項を記入の上、いわき市生
涯学習プラザまでお申し込みください。各
公民館・支所でも受け付けます。

記載事項	 ①希望学部　②氏 名 ( ふりがな )　③性 別
	 ④年 齢　⑤職 業　⑥住 所　⑦電話番号

( 自宅・勤務先 )

申込期間	 6月20日(金)～７月20日(日)当日消印有効
	 ※先着順ではありません。

そ の 他 	 ◇	受講料は無料です。
	 ◇	申込多数の場合は抽選になりますので、ご

了承ください。
	 ◇	入学の合否は、申込者全員に通知します。
	 ◇	複数の学部を申し込むことはできません。
	 ◇	入学式は、８月30日(土)です。

申 し 込 み  	〒 970-8026 
問い合わせ	 いわき市平字一町目１番地（ティーワンビル5階）

	 いわき市生涯学習プラザ
	 「いわきヒューマンカレッジ」受付係

	 　電話	 ０２４６－３７－８８８８
	 　FAX	 ０２４６－２２－５５５５
	 　電子メール　（info@isgp. jp）

※応募にあたってご記入いただいた個人情報は、市民大学
受講にかかる事務連絡以外に使用することはありません。

学長講演のご案内

主　催　いわき市・いわき市生涯学習推進本部・いわき市教育委員会

生涯学習のマスコット

「 マ ナ ビ ィ 」

平成　  年度26



開催日時 講座の内容 講　　師

1 ９/６（土）
14:00ｰ16:00

いわきの地域と社会
　ーその歴史的変遷からの
　　　　　いわき学のすすめー

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科
教　授	 神 山　 敬 章

2 ９/20（土）
14:00ｰ16:00

情報のデザインについて
ー視覚心理学からのアプローチー

いわき明星大学
人文学部　心理学科
准教授	 高 島　　 翠

3 ９/27（土）
14:00ｰ16:00

「浅草」から
「浅草的なるもの」へ
ー室生犀星の文学を貫くものー

いわき明星大学
人文学部　表現文化学科
准教授	 能 地 克 宜

4 10/4（土）
14:00ｰ16:00

メディアリテラシー
ーネット社会の歩き方ー

いわき明星大学
科学技術学部　科学技術学科
准教授	 中 尾　　 剛

5 10/11（土）
14:00ｰ16:00

生涯学習としての
　　　　　　英語学習

いわき明星大学
人文学部　表現文化学科
准教授	 菊 池　　 武

6 10/18（土）
14:00ｰ16:00

職場の人間関係と
　　若手社員の学び・
　　　　離職について

いわき明星大学
産学連携研究センター
准教授	 初 見　 康 行

7 11/1（土）
14:00ｰ16:00

市民の教養としての
　　　　　　　　裁判論
ー裁判員制度について考えるー

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科
准教授	 菅 野　 昌 史

　いわき明星大学は来年4月に人文学部を改組改編し、新しく教養学部地域教養学科を開設すること
となりました。本学の教育目標である「全人教育に基づき地域社会に貢献できる人を育成」し、「地域
基盤型職業人やグローカルな人材を養成する」ものです。
　「地域と社会」「心理と人間行動」「国際コミュニケーション」の３メジャー（主専攻）と「地域公共
政策」「ビジネス」「復興支援」「情報技術」「日本語・日本文化」「教職」の６サブメジャー（副専攻）
から成るものです。本学部で専門分野の教授陣の講義を通し一緒に考え学んでみませんか。

リベラル・アーツ学部
（いわき市中央台飯野五丁目 5-1）

開催日時 講座の内容 講　　師

1 ９/20（土）
14:00-16:00

共生の社会学
　ー 3.11以後の新たな課題
　　　そして古くからの課題ー

東日本国際大学
福祉環境学部　社会福祉学科
准教授	 坂 田　 勝 彦

2 ９/27（土）
14:00ｰ16:00

「多様化する社会」
　　　　における共生
　ー障害を持つ人々の
　　　　　　　　支援の作法ー

東日本国際大学
福祉環境学部　社会福祉学科
教　授	 本 多　 創 史

3 10/４（土）
14:00ｰ16:00

高齢化の進展に対応した
地域社会の在り方とは？

東日本国際大学
福祉環境学部　社会福祉学科
教　授	 遠 藤　 寿 海

4 10/11（土）
14:00ｰ16:00

グローバル社会の共生
　－地域社会における
　　　　　　外国人と日本人ー

東日本国際大学
経済情報学部　経済情報学科
教　授	 田 村　 立 波

5 10/18（土）
14:00ｰ16:00

「地域に暮らす」とは？
　－リアルな課題に向き合う
　　　　　　　　目の育て方－

東日本国際大学
福祉環境学部　社会福祉学科
講　師	 新田さやか

6 11/１（土）
14:00ｰ16:00

持続可能な
　　地域福祉のために
　－行財政から見た
　　　　　　地域共生の課題－

東日本国際大学
福祉環境学部　社会福祉学科
教　授	 今 野　 久 寿

7 11/15（土）
14:00ｰ16:00

いわきと
　　双葉地域との共生
　－浜通りの復興は可能か－

東日本国際大学
経済情報学部　経済情報学科
教　授	 福 迫　 昌 之

　３．11以後いわき地域は復興を牽引する中核都市でありながら、多様か
つ複雑な事情を抱える特別な地ともなっています。
　「仮の町」や「町外コミュニティ」という聞き慣れない言葉も飛び交うこ
の地で、現在全国的にも多様な市民が直面している「共生」という課題に
ついて、様々な視点から考えます。

地 域 共 生 学 部
（いわき市平鎌田字寿金沢 37）

開催日時 講座の内容 講　　師

1 ９/６（土）
14:00ｰ16:00

高レベル放射性廃棄物
                                      等の処分
 ー廃炉過程で発生する
 　　　　　廃棄物も含めてー

北海道大学  名誉教授
福島工業高等専門学校専攻科
  特命教授   佐  藤　 正  知

2 ９/13（土）
14:00ｰ16:00

大気汚染の最近の動向
 ーＳＰＭ（ＰＭ 2.5）、ＳＯｘ、
　　　ＮＯｘ、オキシダントー

 福島工業高等専門学校   元副校長
物質工学科
 元教授　 伊  藤     正  義  

3 ９/20（土）
14:00ｰ16:00

災害がれきの有効活用
福島工業高等専門学校
建設環境工学科  学科長
教　授	 緑 川　 猛 彦

4 ９/27（土）
14:00ｰ16:00

復興まちづくりの
　現状と課題について

福島工業高等専門学校
建設環境工学科
准教授	 齊 藤　 充 弘

5 10/４（土）
14:00ｰ16:00

減災力を身につける
福島工業高等専門学校
建設環境工学科
准教授	 菊 地　 卓 郎

6 10/11（土）
14:00ｰ16:00

除染技術について
福島工業高等専門学校
物質工学科
教　授	 内 田　 修 司

7 10/25（土）
14:00ｰ16:00

自然の中の人間存在
福島工業高等専門学校   校長補佐
一般教科
教　授	 笠 井　　 哲

　東日本大震災から３年が経過しました。本校では、いわき市を含む福島県の環境の再
生を目指して、復興のための人材育成を教育の柱の一つにしています。そのため、「がれき」
への対処や「除染」はもちろん、「廃炉」や「まちづくり」に関する研究も進めています。
　本学部では、さらに今後の災害に備えた「減災」や近年の「大気汚染」についても学び
ます。そして、震災以後に拡がった現代科学技術文明への不信や不安に対して、「自然の中
の人間存在」という理念を提案します。

環 境 再 生 学 部
（いわき市平上荒川字長尾 30）

開催日時 講座の内容 講　　師

1 ９/５（金）
14:00ｰ16:00

跨境史を彩る異類の文物
　ーいわき縄紋人の
　　　　生態スペクタクルー

福島県考古学会
顧　問	 馬 目　 順 一

2 ９/12（金）
14:00ｰ16:00

岡倉天心と
白水阿弥陀堂の仏像修理
－文化財を未来へ伝える－

福島県歴史資料館
専門学芸員	渡 邉　 智 裕

3 ９/19（金）
14:00ｰ16:00

湯長谷藩の歴史と
　　　　　　参勤交代
ー身近なところから歴史をみるー

いわき市文化財保護審議会
委　員	 渡 辺　 文 久

4 ９/26（金）
14:00ｰ16:00

草野心平と日本現代詩
　－いわきが日本を
　　　　詩で動かした時代－

福島大学
名誉教授	 澤　　 正 宏

5 10/３（金）
14:00ｰ16:00

木喰上人について
－いわきを訪れた
　　江戸期の仏師・行脚僧 ー

いわき市立美術館
館　長	 佐々木吉晴

6 10/10（金）
14:00ｰ16:00

“食”にまつわる話
－食品の偽装問題と震災から３年
半経過したいわきの食について－

いわき明星大学
科学技術学部　科学技術学科
教　授	 佐 藤　 健 二

7
10/19（日）
９:00ｰ17:00
※史蹟探訪

白河紀行
－菊多剗と同時に歴史の舞台に登場する「白河
関」や、中田装飾横穴の復原された黄金馬具展
示の「まほろん」を尋ね、知的旅情をたのしむ－

福島県考古学会
顧　問	 馬 目　 順 一

　いわきの先人達は、風土に根ざした伝統文化を保持しつつも、外からの
人々や文物を取り入れることで新たな文化を生み出し、発展させてきました。
　本学部では、「越境の交流史」をテーマに、考古・歴史・文学・美術の各分野
から特徴ある出来事や人物を取り上げ、いわきの文化に与えた影響や業績に
ついて学びます。また、近世の参勤交代や「食」にまつわる話など、今日的な話
題についても理解を深めます。

い わ き 学 部
（いわき市平字一町目１番地 　ティーワンビル内 ）

※ 10 月 19 日の「史蹟探訪 　白河紀行」は、バスによる見学となります。
　バス代実費 3,500 円程度の自己負担となります。


